
能美運動公園において「輝」をテーマに、消防出初式が
開催されました。

　出初式には、市民の皆様273人、来賓者111人にご参観い
ただき、消防本部、消防団、その他消防関係機関333人によ
る分列行進、車両の行進、式典等が行われました。
　式典終了後には、新春じゃんけん大会や、消防職員・団員
による一斉放水が披露され、息の合った迫力ある放水に、参
観されていた皆様から歓声が上がりました。会場は、子ども
から大人まで多くの笑顔に包まれ、新春にふさわしい、にぎ
やかで楽しいひとときとなりました。

令和８年江田島市消防出初式を開催
新春恒例１
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実施機関　　江田島市、市消防本部、市消防団
参加機関　　海上自衛隊第１術科学校
　　　　　　海上自衛隊第31航空群標的機整備隊
　　　　　　海上自衛隊呉弾薬整備補給所
　　　　　　在日米陸軍基地管理本部
　　　　　　鹿川ターミナル株式会社
　　　　　　伊藤忠エネクス株式会社江田島ターミナル
クラブ等　　能美少年消防クラブ
　　　　　　認定こども園のうみ幼年消防クラブ

　12月１日から12月10日までの10日間、年末交通事故防止県民総
ぐるみ運動が行われました。12月２日には、市交通安全協会、江田
島警察署、三興建設㈱などから参加した約60人が、藤三江田島店付
近でドライバーや来店客に交通安全啓発物品を配布し、安全運転を
呼び掛けました。
　市内では、令和７年９月と11月のわずか２か月間で、交通事故に
より２人の尊い命が奪われました。今後このような悲惨な事故をな
くせるよう、日頃から安全運転を心がけましょう。

交通安全啓発活動を実施
年末交通事故防止県民総ぐるみ運動12
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第 51 回
衆議院議員総選挙

期日前投票

岡大王・畑地区で直通便を運行

投票日に仕事や用事などで投票に行けない理由がある方は、期日前投票をご利用ください。

　投票日当日は、沖消防屯所から沖美市民センターまで直通便を運行します。ご利用される方は出発時刻
の５分前までに沖消防屯所に集合してください。沖美市民センターで投票後、沖消防屯所に戻ります。

※どこの期日前投票所でも投票できます。期間と時間が異なりますので、ご注意ください。

■期日前投票所

場所 期間 時間

大柿市民センター（大柿町大原） １月28日㈬～２月７日㈯ 午前８時30分～午後８時

江田島保健センター（江田島町中央）
２月２日㈪～２月７日㈯

午前８時30分～午後６時
能美市民センター（能美町中町）

三高交流プラザ（沖美町三吉） ２月２日㈪～２月４日㈬

沖美市民センター（沖美町畑） ２月５日㈭～２月７日㈯

沖消防屯所出発時刻 沖美市民センター到着時刻 沖消防屯所到着時刻(目安)

８時00分 ８時05分 ８時25分

９時00分 ９時05分 ９時25分

10時00分 10時05分 10時25分

２/８日日投
票
日 7 7午前　 時～午後　 時

入場券はがきは、２月２日㈪頃までにお届けします。
　投票所入場券のはがきは、２月２日㈪頃までに到着する予定です。
　投票所入場券のはがきが届かない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に登録されていれば、投票で
きますので、運転免許証、マイナンバーカードなど本人確認できるものを投票所に持参してください。

　「こどもたちに原体験を」。大黒神島で海遊び体験施設を整備中の
有志が、完成を前に市長を訪問し、市内小中学生や修学旅行生の体
験学習に役立ててほしいと報告しました。
　自ら釣った魚を食べ、自然を観察する時間は、先行利用した市内
のこどもたちからも好評で、新たな学びの場として期待されます。

大黒神島を体験学習の場に有志が市長に事業報告
大黒神島を体験の場に12
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注意　最高裁判所裁判官国民審査は、国民審査法の規定により、２月１日㈰～８日㈰しか投票できません。
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市政情報やまちのわだいをfacebookで
発信しています。

江田島市公式facebook
検索 ↑江田島市フェイスブック

広告

能美市民センターで、広島県と市の共催による「まちづくり研修会～
みんなでつくるちょうどいい自治～」を開催しました。当日は、市

内のまちづくり協議会役員のほか、県・市職員などを含む計37人が参加
しました。
　研修会では、島根県中山間地域研究センター主任研究員の東

あずまりょうた
良太さん

を講師にお迎えし、「安心して暮らし続けるために、いまできること」を
テーマにご講演いただきました。講演では、今後の人口減少の推移を踏
まえ、地域を守るのは住民一人ひとりであることや、他出子（地域から
転出した人）・関係人口など、地域外の方々へのアプローチ方法について、
他市町の事例を交えながら紹介していただきました。また、地域・分野・
行事などの活動を組み合わせて取り組む「活動の重ね合わせ」など、今
後の自治活動に生かせる考え方を学びました。
　続く意見交換会では、参加者がグループに分かれ、それぞれの活動状
況や課題を共有し、感想やアドバイスを交わしました。参加者からは、「何
もしないことには何も変わらない。試行錯誤を続けることが大切だと感
じた」「新しい事業を始めるのではなく、今あるものを磨いていくことで、
一つずつ実現していきたい」「若い世代のもとへ出向き、働きかけていく
ことが重要だと思った」といった声が寄せられました。
　市では今後も、地域を支える皆さんとともに、持続可能なまちづくり
を進めていきます。

まちづくり研修会を開催
みんなでつくる“ちょうどいい自治”12
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　“社会を明るくする運動”作文・標語コンテストは、次世代を担う広島県の小中学生に、日常
の家庭生活、学校生活の中で体験したことを基に、犯罪や非行などに関して考えたことや感じ
たことを作文にすることで、本運動に関する理解を深めてもらうことを目的としています。
　第75回となる今回は、作文・標語で市内中学生２人がそれぞれの賞に選ばれました。（敬称略）

作文（入選）　
　小玉春壱（江田島中２年）　作品名「自分の役割」
標語（広島県BBS連盟会長賞）　
　松下優愛（江田島中２年）　作品名「見つめよう　変わらぬ過去より　変わる未来」

※�“社会を明るくする運動”とは、すべての国民が犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全
で安心な明るい地域社会を築こうとする全国的な運動です。

※�BBS (Big Brothers and Sisters Movement) は、その名のとおり、少年少女たちに、同世代の、
いわば兄や姉のような存在として、一緒に悩み、一緒に学び、一緒に楽しむボランティア活動です。

作文・標語コンテスト 市内中学生が受賞
第 75 回“社会を明るくする運動”広島県推進委員会
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認定こども園のうみの園児が地域の方々と
一緒にもちつきを通じた世代間交流を行

いました。
　毎年認定こども園のうみと鹿川まちづくり協
議会が一緒に開催しており、この日は雪が舞う
寒い天気にも関わらず、園児たちは力いっぱい
お餅をつきました。

認定こども園のうみ もちつき会
みんなでヨイショー！

10
18 ㈯ 一夜限りの「星降るレストラン」を開催

本市の自然や食、人の魅力を“体験”

沖美町是長のレストラン「Bricolage17」で、一夜限りの特別
イベント「星降るレストランilpotage」が開催されました。

（※「ilpotage(イル・ポタジェ )」とは「食べられる島」という意
味のフランス語です。）
　レストランは全席完売となり、市外から21名が参加しました。夕
方から夜へと移り変わる瀬戸内の景色を眺めながら、市内シェフに
よる江田島産食材を使ったコース料理が提供されました。牡蠣や魚
介、野菜、オリーブなど地元食材にこだわり、地産地消率は90％

こどもから大人まで、世代や国籍を超えて、バスケットボールを
通じた交流会を開催しました。

　当日は、バスケットボール未経験者の外国人市民と日本人が一緒
になってバスケットボールに触れ、教え合いながら楽しく交流を深
めました。
　また、イベントの最後には江田島市の特産品などが当たる抽選会
を行い、会場は大いに盛り上がりました。

第 1 回 江田島市バスケットボール国際交流会を開催
バスケットボールを通じて交流12
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以上。一皿一皿に工夫が凝らされました。
　照明を抑え、星空や焚き火のあかりを生かした会場では、器や装飾にも地元関係者が
関わり、江田島市らしさを感じる空間を演出。夜は江田島荘に宿泊し、参加者は特別な
時間を満喫しました。本企画には、江田島市出身で株式会社ビザビ所属の山岡栞汰さん
も携わり、地域を知る外部アドバイザーとして大きな力となりました。食をきっかけに
人が集い、市の魅力を再発見する取組として、今後の展開が期待されます。

▲�星降るレストラン
WEBサイト

▲�当日の様子
はこちら
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